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USCAP 2008 Denverの報告

次期会長　松原　修
第97回USCAPが3月1日から7日まで 

C o l o r a d o 州 D e n v e r の C o l o r a d o 
Convention Center と Hyatt Regency 
Hotelで開催されました。到着した1日
㈯は暖かいお天気で、韓国Kyung Hee
大学のYK Park先生のTシャツ短パン
でジョッギング楽しまれる光景も。翌
日は大雪で、ホテルから道路を挟んだ
会場へ行くのもオーバー、マフラー、
手袋、帽子の4点セットが必要でした
が、会場内は暖かいため持って動くの

は大変と、我慢して会場へ駆け込む人もいました。お天気は概ね雪と風で恵まれ
ず、「3月のDenverを会場に選んだのは誰だ？」と息巻く声も聞こえました。
　学会場は本当に広く、慣れない最初は会場探しに苦労でした。3,358名もの参
加で、史上2番目の多さだそうです。去年のSan Diegoが史上最高で3,550名だそ
うです。米国カナダ以外に61カ国から620名の参加で、英国（54）、スペイン（48）、
イタリア（46）、メキシコ（46）、オランダ（46）、日本（44）、オーストラリア（40）、韓
国（33）、ブラジル（30）、アイルランド（29）、フランス（24）、ドイツ（24）、ギリシャ

（19）、アルゼンチン（17）、スイス（16）、台湾（16）、チェコ（12）、トルコ（10）といっ
た順番。USCAP学会とは言え、大変に国際的な集まりですね。
　演題数も大変多く、2,396演題が申し込まれ、1,708演題が採択されたそうで
す（71,3％）。Long CourseはDrs. EbleとGrignonのmoderatorによる腎と膀胱の
腫瘍で、内容は素晴らしいものでした。The Nathan Kaufman Timely Lectureは
Harvard大のDr. Frank McKeonによる� p63 through the ages� という講演でし
たが、時差の関係か聞いているうちに寝てしまいました。何よりBostonのChris 
Fletcherに よ る �The future of  academic anatomic pathology : challenges and 
opportunities�と題したMaude Abbot Lectureは大変凄いものでした。葉初めて見
ましたが、Fletcher自身もとても興奮している様子で、顔を紅潮させ大変な早口
で予定の1時間を越えての大講演に、情熱のほどをひしひしと感じました。聴衆
は2,000人を超える多勢でした。Fletcherは大した人物で、また大変な人気者です。

　The President's Awardは 我 ら がDr. 
Jack Perry Strongに授与されました。
長年のUSCAPへの貢献、特にFinance 
CommitteeのChairとしての貢献が強
調されました。演台上で特別の楯をも
らわれ、会場はstanding ovationで祝い
ましたが、Jackの挨拶は大変簡単なも
のでした。日本での表彰は何か仰々し
くて、挨拶も長々していていますが、米
国流はさっぱりしていて、また気持ち
もこもっている様でいいですね。

　恒例のJapan Nightは4日㈫の夜にMaggiano's �Little Italy� というレストランで
行いました。部屋を借り切って1人60ドルで、結構お腹一杯になったのではと思
います。最低1,500ドルは払ってもらうと前もって契約書を交わしたときは、私
も人数が集まらなかったらどうしようと、不安でありました。ワインもグラス

Colorado Convention Center

Jack & Mihokoさん
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2杯との約束でしたが、実際は何杯も飲めました。Jack 
Strong先生ご夫妻、Silverberg先生（奥様はワシントンに
いらっしてDenverに来られなかった）も参加してくださ
り、総勢26名でした。Strong先生のPresident's Awardの
お祝いも乾杯しました。去年のSan Diegoが37名でしたか
ら、今年はちょっとさびしい感じでしたが、在米の三野
-Kenudson眞里先生、大沼一也先生、須知万里子先生、八
木由香子先生、大島喜代子先生の米国での苦労話、成功
談や �おのろけ（by Dr. Mino）� などを話していただき大
いに盛り上がりました。上記以外の参加者名を記してお
きますと（敬称略）、中谷行雄、都築豊徳、渡邉麗子、能登
原憲司、久岡正典、清水道生、河合俊明、三上芳喜、清川貴
子、古川　徹、相島慎一、福永真治、米盛葉子、飯村　一、永
野由子、長村義之、橋本　洋、松原　修でした。Closing
にSilverberg先生が日々の外科病理診断の中で研究の
projectを考えたらいいといった大変含蓄のあるお話をさ
れました。来年もJapan Nightで会いましょうとお開きに
なりました。
　来年はMassachusetts州Bostonで3月7－13日が予定され
ています。Long Courseは乳腺病理と聞いています。3月
のBostonも雪と寒気でちょっと辛いかもと、懸念されま
すが、冬のBoston、氷の張ったチャールズリバーも大変
魅力的ですとお伝えしておきます。映画「ある愛の詩」の
アイススケートのシーンを覚えていらっしゃる方も、あ
れはBoston Commonの公園内の市民のためのスケート
リンクですよ。

USCAPに出席して
IAP Executive Meetingを中心に

Vice President（Asia） 長村義之
3月1日 ㈯ の 夕 刻 にDenver入 り し た。早 速Companion 
meetingに出席した。3月2日㈰の朝目が覚めるとホテル
の窓の外は視界ゼロに近い大雪、さすがRocky mountain

の街Denverである。9時からIAP Executive meetingが開
始された。
　President's Report (Dr. Conrad Muller), Secretary's 
Report(Dr. David Hardwig), Treasurer's report (Dr. Jack 
Strong)に続いて、各Vice Presidents� Reportsが報告された。
私も、昨年の日韓スライドカンファレンス（Jeju島）、シン
ガポールでのAsia Pacific IAPと同時に開催されたAaia-
Pacific Society for Molecular Immunohistology (APSMI)
などアジアでのIAPの活動とスライドセミナー、教育セミ
ナー、SPU2007などIAP日本支部（JDIAP）の国内での活
動を詳細に報告した。今年は、9月に第2回の日台スライド
カンファレンスが橋本会長のお世話で九州で開催され、ま
た第4回APAMIは6月25－28日にマレーシアのペナン島
で開催されることも合わせて報告した。Vice President's 
Reportの作成は松原次期会長にお願い致しました。いつ
もながら細かく作っていただき感謝しています。
　次に、Forthcoming meetingが紹介されました。
2008年は10月12日から18日（Dr. George Kontogeorgos会
長ギリシャのアテネ）。
2010年は、ブラジルのサンパウロ（会長Dr. Marcello 
Franco, MD）10月10－15日。
2012年は、南アフリカのケープタウン。
2014年は、現在のところタイとドイツが誘致の意志を示
しているということでした。
　また、最後にEducation CommitteeのDr. Kristin Henryから 
Dr. Ana KadarとDr. Cecilia Freonglio-Preiserのretirement
に伴って委員の推薦があり、私が委員として入れていた
だくことになりました。大変光栄と存じます。
　学会の詳細については、橋本会長、松原次期会長から
もご報告があると思いますが、4日のUSCAPのBusiness 
meetingで、永年IAP日本支部をご支援くださっているDr. 
Jack StrongがPresident Awardを受賞されました。4日の
夜のJapan Nightには、Dr. Steven SilverbergとDr.& Mrs. 
Jack Strongもご招待しDr. Jack Strongの御祝いを致しまし
た。私事で恐縮とは存じますが、私は1970－1974年に病理
のレジデントとフェローをやりましたが、なんと言っても
ダウンタウンの変貌に目を見張るものがありました。晴れ
た日のデンバーは実にすがすがしく感じました。

平成20年度IAP日本支部第1回理事会議事録

第１回理事会の議題
日　時：2月4日㈪ 15：30－18：00
場　所：東京ジョンブル（丸ノ内ホテル直営フレンチレストラン）
　　　　バンケットル－ム　ロベリアｂ
議題について
報告事項：
1．平成20年度理事・役員・各種委員会の確認
2．平成19年度IAP日本支部教育セミナ－について
　教育シンポジウムおよびスライドセミナ－
3．IAP日本支部Silverberg病理診断教育賞および功労賞
4．IAP日本支部病理診断学術奨励賞
5．会費納入について（納入率の訂正）
6．その他
審議事項：
1．2008年のIAP日本支部の行事予定
2．USCAP2008 Ｍarch 3月1－7日、Ｄenver Convention Center 
3．SPU 2008 湘南国際村　2008年6月13日～15日
4．APSMI　2008年6月25日～27日
5．第2回日台スライドカンファランス（9月6日、福岡）

Little Italyレストラン内

Japan Nightの集合写真
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6．国際病理学会総会（2008年10月12-17日、アテネ）
7．IAP日本支部教育セミナー（バ－チャル化の件）2008年

11月22日（松山）
8．教育シンポジウムのテーマならびにモデレ－ター、ス

ライドセミナ－の新規テーマ（4コース）
9．Award Committeeから
10．その他
11．次回の理事会（平成20年度第1回）総会第1日目5月15

日㈭のお昼。金沢

2008年IAP日本支部・病理診断学術奨励賞の公募

IAP日本支部では2008年の「IAP日本支部・病理診断学術
奨励賞」を下記の要領で公募します。

記
賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞
応募資格：日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時

40歳未満）の病理医（IAP日本支部の会員か否
かは問わない）

選考対象：2007年1月から12月の間に雑誌に公表された
診断病理分野における優れた英文論文（1編）。
但し、留学先での仕事ではなく日本での仕事
のみ。筆頭著者を原則とする。

受賞者数：3名以内
賞の内容：賞状と副賞

応募方法
推薦、自薦ともに可とするが、推薦を原則とする（しかし、
推薦者がいない場合も受付ける）。
申請時に必要なもの：
1）応募者の履歴書
2）推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推薦

人がない場合）
　推薦書および応募理由書ともA4用紙2枚以内（書式は

問わない）
3）論文の別刷7部（1部はオリジナル、他はコピー可）
4）応募の締切：2008年9月15日（当日の消印有効）
5）宛先：〒173－8610　板橋区大谷口上町30－1　日本大学

医学部病態病理学系病理学分野　IAP日本支部事務局
内「IAP日本支部・病理診断学術奨励賞」選考委員会宛

選考方法・発表
IAP日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨
励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会から
の外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋
のIAP日本支部年次総会における表彰式に参加する。ま
た、受賞者をIAP日本支部のNews Bulletin紙上に加え、日
本病理学会、日本臨床細胞学会の機関誌に公表する。

SPU 2008（IAP）が近づく

　IAP日本支部がG1obal standardに基づくSurgica1 Patho1ogists
の育成と米国を中心とした外国の著名な病理医との交
流をめざすことを目的に、全国から希望者50名を募り2
泊3日の合宿（湘南国際村センター、神奈川県三浦郡葉山
町上山口1560－39）により、米国から招聘した専門分野の
講師および日本側のFacultyと共に講義実習を行うSPUを
2000年から行い、今年は9年目となります。
　 今 年の日程は6月13日㈮から15日㈰で、Course Director
は 例 年 通 りMary1and大 学/五 所 川 原 温 泉 のSteven G. 
Si1verberg教授と東海大学の長村義之教授が務めます。
　今年のテーマは、「頭頚部腫瘍と子宮内膜の病理」

で、FacultyはSi1verberg教授、Woodland 
Hil ls Medical  Center の Lester D.R. 
Thompson先生、東京医科大学病院病理
部の長尾俊孝先生、国立病院機構名古屋
医療センター研究検査科病理の森谷鈴子
先生にお願いしています。プログラムの
骨子が決まりましたのでお示しします。
2泊3日の合宿により、スライド鏡検を中
心とした実習と解説を行い、関連分野の最近のトピック
スの講演も行う予定です。なお、社団法人日本病理学会の
後援を受けており、病理専門医資格更新の際10単位が得
られます。参加費はIAP会員が45,000円、非会員が55,000
円で、宿泊費、会場費、食事代、事前の病理ガラススライド
配付、当日のハンドアウトなどを含みます。
　受付けは去年同様に先着順とさせていただきます。セ
ミナーの講堂の広さと椅子に限りがあるため50名の定
員とさせていただいています。まだ若干人を引き受ける
ことができます。参加希望者は、氏名、年齢、性別、所属、連
絡先（住所、電話、FAX、e-mail）、IAP日本支部会員か非
会員、日本病理学会会員か非会員を明記の上、e-mail（ま
たはファックス）で申し込んで下さい。なるべくe-mail
でお願いしたいと思います。連絡はIAP日本支部SPU
事務局：松原　修（防衛医大病態病理）までで、FAX：
04-2996-5193、e-mail：matubara@ndmc.ac.jpです。

SPU2008　Program （案）
Day 1 (Friday, June 13)
　11:00-　　　 Registration 
　11:30-13:00　Lunch
　13:00-13:10　Opening and Welcome
 (R.Y. Osamura, M.D.)
　13:10-14:30　Hormonal Pathology of  the Endometrium
 (S. G. Silverberg, M.D.) 
　14:30-15:00　Coffee 
　15:00-16:00　"What is a Small Round Blue Cell Tumor 

Anyway?"
 (L.D.R. Thompson, M.D.)
　16:00-17:00　Endometrial Hyperplasia and Carcinoma
 (S. G. Silverberg, M.D.)
　18:30-　　　 Dinner and Reception
Day 2 (Saturday, June 14)
　08:30-09:30　"WHO Would Have Thought?"

(this will be an update on the entities in 
the WHO classification which are now 
newly named or included in the 2005 
classification)  (L.D.R. Thompson, M.D.)

　09:30-10:00　Coffee
　10:00-11:30　Slide Seminar on GYN Pathology

Denverでのお二人の写真

LT with books
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 (S. G. Silverberg, M.D.)
　11:30-13:00　Lunch
　13:00-14:00　Update on Salivary Gland Tumors
 （T. Nagao, M.D.）
　14:00-15:00　Spindle Cell Lesions of  the

Upper Aerodigestive Tract
 (L.D.R. Thompson, M.D.)
　15:00-15:30　Coffee
　15:30-16:30　Cellular Change/Metaplasia of  the Endometrium
 (S. Moritani, M.D.)
　16:30-18:30　Consultation Cases with Faculty
　19:00-　　　 Dinner
Day 3 (Sunday, June 15)
　08:00-09:30　Slide Seminar on Head and Neck Tumors
 (L.D.R. Thompson, M.D.)
　09:30-10:00　Coffee
　10:00-11:30　Endometrial Carcinoma
 (Part 2)(S. G. Silverberg, M.D.)
　11:30-11:40　Summary of  SPU2008
 (S. G. Silverberg, M.D.)
　11:40-　　　 Adjourn (see you next year)

2008年病理学教育セミナーのお知らせ
IAP日本支部主催、日本病理学会後援

日時：平成20年11月22日㈯ 9：00－17：15
場所：松山市総合コミュニティセンタ－（愛媛・松山）

教育シンポジウム　9：00～11：45
　今回の教育シンポジウムは、昨年の教育セミナーのア
ンケート等でご要望が多かった「子宮頸部の細胞診」につ
いて、日常の病理診断業務に役立つ内容を加耒恒壽先生、
柳井広之先生に企画していただきました。
主　題：子宮頸部の細胞診 New Wave
　　　　－Bethesda system と Liquid based cytology－
モデレーター：加耒　恒壽　先生
　　　　　　　（九州大学医学研究院保健学部門）
　　　　　　　柳井　広之　　先生
　　　　　　　（岡山大学医学部・歯学部附属病院病理部）
演　者：今野　良　　先生
　　　　（自治医科大学さいたま医療センタ－産婦人科）
　　　　三上　芳喜　　先生
　　　　（京都大学医学部附属病院　病理診断部）
　　　　方山　揚誠　　先生
　　　　（八戸市民病院　臨床検査科）
　　　　谷山　清己　　先生
　　　　（呉医療センタ－/中国がんセンタ－臨床研究部）
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◎当日はご自由にご参加下さい（会場費3,000円、ハンド
アウト代含む）。その時に病理専門医の更新に必要な参加
証をご用意いたします。5単位が得られます。
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

スライドセミナー
　1時限目　13:00～15:00
　　*A-1　仮）骨髄の病理（MDSなど）
　　　大島 孝一（久留米大学医学部病理学講座）
　　*B-1　子宮内膜症とその関連腫瘍
　　　本山 悌一（山形大学医学部人体病理病態学教室）
　　C-1　甲状腺腫瘍、新WHO分類を中心として
　　　加藤 良平（山梨大学大学院人体病理学講座）

　　D-1　軟部腫瘍
　　　橋本　 洋（産業医科大学第一病理学講座）
　2時限目　15:15～17:15
　　*A-2　膵腫瘍性病変の病理
　　　諸星 利男（昭和大学医学部第一病理学教室）
　　*B-2　肺の外科病理 update
　　　中谷 行雄（千葉大学大学院医学研究院診断病理学講座）
　　　松原　 修（防衛医科大学校病態病理学講座）
　　C-2　悪性リンパ腫関連疾患
　　　吉野　 正（岡山大学大学院病理・病態学講座）
　　D-2　皮膚付属器腫瘍
　　　清水 道生（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）
*印は新規のものです。事前送付資料はバーチャルスライ
ド（DVD-R，WindowsXP以降のOSに対応）を送付予定で
す。D-1, D-2コースのみ、ガラス標本をお送りいたします。
病理専門医の資格更新単位として10単位が得られます。
受講料：1コースIAP日本支部会員6,000円、非会員8,000円です。
今回の開催地は四国の松山市で、日本病理学会秋期大会
の会場と同じ施設で開催する予定です。会場は、JR松山
駅から徒歩10分で、道後温泉、松山城にも近い観光エリ
アです。

第2回日本-台湾合同スライドカンファレンスのご案内

第2回日本－台湾合同スライドカンファレンスを下記
の要領で開催いたします。今回はRobin A. Cooke先生

（Brisbane, Australia）をお招きし、特別講演をお願いしま
した。スライドカンファレンス終了後、市内観光と当日夜
には懇親会が予定されていますので、多数の参加をお待
ち申し上げます。

記
日　時：平成20年9月6日㈯ 8：30～12：30
場　所：「NTT夢天神ホール」岩田屋7階
　　　　福岡市中央区天神2－5－35
特別講演：Dr. Robin A. Cooke（Brisbane, Australia）

�The Influence of  European Medicine
(Pathology)on Japan and Taiwan�

一般演題：日本側と台湾側から各5症例を提示
Congress President：橋本　洋（産業医科大学第一病理学）

演題の申込み：IAP日本支部事務局
（日本大学医学部病理学教室内）
〒173−8610 東京都板橋区大谷口上町30−1
Tel : 03−3972−8111 Fax : 03−3972−8163

宿泊と交通に関する問い合わせ先：
ワールド・エアー・システム（WAS）
〒815−0082 福岡市南区大楠2－10－9

Tel：092−523−6674, Fax： 0 92−523−6684
E-mail : order@kakuyasu-was.com

http://kakuyasu-was.com/

あとがき：News Bulletin 2008 No.2をお届けします。本号
では、すでに終了したイベントの報告に加え、夏に湘南国
際村で開催のSPU2008、また今秋、福岡で開催される第2
回日台スライドカンファレンスとIAP教育セミナーのご
案内を掲載しました。皆様のご参加をお待ちしています。

173−8610東京都板橋区大谷口上町30−1
日本大学医学部病態病理学系病理学分野 根本則道/家守玉美

Tel：03−3972−8111 内線2256/Fax：03−3972−8163
E-mail：iapj@med.nihon-u.ac.jp
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